


























































































































































































































　F1－　 1≡…三長　 ＋　 （zノーδ1ノ／α@　　κκ2）2 @，
距鼻・・2一無（・一一げ』
である。また，式（19の他のパラメータは
慨∠R畷鵠罫）去・
・　R吻（1十ξノ2121十ξ202）壱・
πα．d舳12〔11（AbA2）一ブ・・（AbA・）〕
・〔11（BbB2）づ・・（B1β・）〕
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一ブ」・（F1，F2）〕〔・1（EbE・）一ブ・・（E1・E・）〕12
／〔・（一う・（一）＋σ7・）・の（一）
・｛礁（・一亀ノ））＋・（π（1＋与））｝
　　　　　　　∫．、／＝、e一・・c・・D・4・・4ツ！〕
α9
｝2①
｝の
148 光ヘテロダイン検波のSNRに及ぼすビームスプリッタの厚さの影響
E1＝・αプ2十κヅー2，　E2＝ξ20αジ2一ξ，21κジ2，
α一・ノ剛＋（・L」￥）2姥
　　十（βガ21十解y－2）ly／2，
D’一焉Y一嘉（・・一樹
＋（　　　　　　ごノξz　　　　　㌧　2量βう2　κy2）・尼
　　　＋｛鍛（鯉｛暑毒（・一考暑）｝
　　　一t・n－1τ・＋去（t・r1ξ・・1＋t・岬21）・
÷誰優≒・
計、1一斎〔・7餓一÷毒
　　　・｛・＋（2が一3）（2が一・）一書｝〕，
㍉粛〔・7Z尋一盲旨
　　　・｛・一（2・L・）一壱｝〕
で与えられる。
4．検　　討
　ガウスビーム光か平行なガラス板に斜入射したとき
の透過光は，式（4）に示されているように，惚方向と
ツ方向の最小スポットサイズの大きさは等しいがその
位置が異なるだ円ピー去になる。それゆえ，’これによ
る影響を局発光による迷光を考慮していない場合のヘ
テロダイン効率について調べるb検波面上での信号光
の詔方向とy方向のスポットサイズを比較するため
に，式（1③のξ、。とξ2。との差をとると
主軸芸｛（2π2－1）一壱一（2が一・）一書｝㈲
となる。例として，ρ3＝1．O，4／L－0．1，π一1．5とす
ると
　ξ20一ξ10駕0．054
となり，検波面上での信号光のスポットの形は円形と
見なしてもよい。したがって，非常に厚いビームスプ
リッタを用いないかぎり二，ビームスプリッタの厚さに
よるビームのひずみはヘテロダイン効率に影響を与え
ない。
　次に，迷光を考慮した場合のヘテロダイン効率につ
いて検討する。式㈱のδ、！／αの値が約2以上になると
三光の影響を無視できるとみなせるから
千≧÷》4・・一2 圏
を得る。例とレて，α／軽口〇．Ol晃πrl．5とすると
　　　　　　　　【♂／L≧0．026
となり，これから4／しの値が約0．03になると旭光の
影響がなくなると考えることができる。また，、．4／Llの
値が0．03以下の値のときは，式（19からビームスプリッ
タの厚さが変化するとヘテロダイン効率は非常に変動
することが考えられる。
　なお，迷光を考慮しない場合のヘテロダイン効率の
表式（13は，・式（3）のわ・わりに践βω則7）を用いて求め
た信号光の表式を使っても表すことができる。しかし
ながら，三光を考慮した場合のヘテロダイン効率の表
式⑲は，局発光の主反射光と迷光との間に位相差が現
れるため，蓋8α）則を用いた表式からは表すことが
できない。
5．むすび
　ビームスプリッタの厚さおよびその厚さによる局発
光の迷光の影響を考慮した春テロダイン効率の表式を
示した。局発光による迷闇を考慮しない場合のヘテロ
ダイン効率は，ビームスプリッタの厚さによる影響を
受けない。また，迷光を考慮した場合のヘテロダイン
効率においても，ビームスプリッタの厚さが方形受光
面の一辺の長さの約1．5倍以上あれば，迷光の影響を
無視することができる。
　迷光を考慮したヘテロダイン効率の表式を求める場
合は，・4」90D9則を用いては表すことがでぎず，波動
光学的に取扱ねなければならない。
　なお，数値計算に関しては式が複雑なため，今後の
検討課題としたい。
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